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北東北三県・北海道ソウル事務所だより（2025 年 1 月） 

報告者：北東北三県・北海道ソウル事務所長 佐藤 雅代 

■日韓関係に関する動き（１月） 

○韓国の「経済対策」としての臨時公休日指定について 
 韓国の年間の公休日（法が定める休日）は 11 日で、日本の「国民の祝日」（年間 16 日）と比べると
少ないのですが、近年は韓国政府が「経済対策」として臨時公休日の指定を行うケースが増えています。 
 一番最近では、2025 年１月 27 日（月）が 1 月に入ってから公休日に指定されました。 
 これまでも、2023 年 10 月２日や 2024 年 10 月１日が同様に「経済対策のための」公休日として指
定された実績があり、韓国政府としては、もともと連休があるところに追加で公休日指定を行うことで
大型連休を作って国民の内需拡大につなげようという考えのようですが、韓国人のこれまでの動向か
ら考えると、このように⾧い休みを作ると海外に出かけてしまうので、景気対策としてはあまり意味が
ないのではないかという批判もあります。（日本へのインバウンド需要についても、既に旧正月はキャ
パシティ上限の状況だと思いますので、これにより更なるメリットが出ることはないように思います。） 

■《北海道海外事務所共通テーマ：１月》韓国で生産されるメジャーな農作物や水産物について 
○韓国の農産物について 

前提として、大韓民国の国土総面積は約 10 万平方キロメートル（北海
道の 1.28 倍）で、日本全土との比較では 4 分の 1 ぐらいです。この事実
を踏まえたうえで日本の農林水産省の「海外農林水産情報」のページに
掲載されている、「韓国の農林水産業概況」を見てみると、ほとんどの作
物について日本の生産量が上回っている中で、一部、韓国のほうが多い
ものがあります。 
＜韓国の生産量が日本の生産量を上回る農作物＞ 

野菜類、キャベツ類／豚肉／にんにく／唐辛子／梨  
これらは、韓国独自の食生活が完全に反映された結果となっています。 
野菜類（特に白菜）とにんにく、唐辛子はキムチの材料ですし、豚焼肉は韓国食の定番です。そして、

梨は果物として食べるだけでなく、料理の材料としてもよく使います。（特にユッケとプルコギ） 
韓国はあまり野菜が安くないこともあり、生鮮食品としての野菜の海外輸出量はほとんどありませ

んが、例外はパプリカで、日本で流通しているパプリカの８割弱は韓国産とのデータがあります。 
（実際、日本のスーパーでパプリカを買おうと思うと、韓国産が多いのではないでしょうか？） 

（参考：https://www.alic.go.jp/koho/kikaku03_001152.html ） 
ところで、韓国関税庁が 2024 年 12 月 24 日に発表した内容によれば、2024 年 1 月～11 月の韓国か

らのベーカリー（菓子、パン及びその材料）輸出額が過去最高額となり、その要因は世界的な韓国文化
や韓国料理に関する関心の高まりだと言われています。 

このことは、その国や地域に特有の文化・コンテンツに関する関心が高まると、自然にその国の産品
へのニーズも高まるということを示す、日本にとっても参考になる事例だと思いました。  
○韓国の水産物について 

 日本と韓国は同じ海を共有していることから、多少の味付けの違いはあれ
ど、同じような水産物を食べています。韓国の人口は日本の半分以下ですが、
2022 年の統計によれば漁獲生産量はほぼ同等であり、輸出に回されている分
があるにしても、日本人が水産物を昔ほど食べなくなった現在にあっても、
韓国では水産物需要が堅調であることが伺えます。 
 特に韓国らしい特徴としては、 

 ・海藻類の生産量は中国・インドネシアに次ぐ世界３位 
（日本は７位。海苔、ワカメを多用） 

 ・カレイ・ヒラメ類の漁獲量は米・露・中に次ぐ世界４位（日本は７位。韓国では刺身といえばヒラ
メやソイなどの白身魚が多い） 

 ・カツオの漁獲量はインドネシア、エクアドル、フィリピンに次ぐ世界４位（日本は６位。韓国でも
ツナ缶がよく食べられており、原料は大半がカツオ） 

  といった状況があります。 
（以上、国連食糧農業機関（FAO）の統計をもとに「グローバルノート」が編集したものを引用） 
 
 その他、韓国のアワビは種類的にはエゾアワビであり、安価で良質なため日本にも輸出されていま
す。逆に韓国で需要があるけれど北海道から輸入されているものには、ホタテ（韓国でも獲れるが、北
海道産も高級品として需要がある）やホヤ（韓国では通年で食べられており、韓国で獲れない時期に北
日本で漁獲できる）などがあります。 

 

ソウル・京東市場のにんにく売り場の様子 

釜山・チャガルチ市場で 
ホヤを売る路面店の様子 


